
Ⅲ 
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
充
実

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
は
、
平
成
28

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
障
害
者
差

別
解
消
法
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
、

差
別
の
防
止
や
相
談
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
啓
発
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

健
康
増
進
事
業
は
、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
と
地

域
に
出
向
く
健
康
教
育
で
、
生
活
習

慣
病
予
防
や
重
症
化
予
防
の
啓
発
普

及
に
努
め
ま
す
。

　
安
定
し
た
地
域
医
療
の
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
、
診
療
所
等
開
設
資
金

支
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

開
業
し
て
い
る
診
療
所
に
は
、
医
療

機
器
整
備
支
援
事
業
を
新
設
し
、
地

域
医
療
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅳ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
な

ど
に
基
づ
き
、
津
波
避
難
施
設
の
整

備
や
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
電

源
確
保
、防
災
備
蓄
品
な
ど
の
整
備
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
そ

し
て
原
子
力
災
害
に
実
効
性
が
高
い

広
域
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
防
災
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
消
防
団
運
営
機

能
を
消
防
本
部
に
移
行
し
、
さ
ら
な

る
活
動
の
充
実・強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
は
、
署
所
の
適
正

配
置
に
お
い
て
、
御
前
崎
地
区
に
消

防
出
張
所
の
開
設
を
進
め
る
こ
と
か

ら
、
教
育
会
館
の
改
修
実
施
設
計
を

予
定
し
、
工
事
は
平
成
30
年
度
に
実

施
す
る
計
画
で
す
。

　
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
突
発

災
害
に
備
え
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅴ 

産
業
振
興
発
展
と
働
く
場

所
の
確
保

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産

業
は
、レ
ベ
ル
の
高
い
食
材
が
生
産
、

水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
御

前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
特
産
品
を
、
首
都

圏
を
は
じ
め
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
販
路
・
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
４
年
目
を
迎
え
る
道

の
駅「
風
の
マ
ル
シ
ェ
御
前
崎
」
は
、

市
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
も
平

成
27
年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
農
業
用
機
械
な
ど
の
購
入

補
助
事
業
を
、
機
械
導
入
か
ら
施
設

整
備
に
ま
で
枠
を
広
げ
、
設
備
投
資

を
支
援
し
ま
す
。
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
、
雇
用
希
望
と
就
労
希
望
者

を
つ
な
げ
る
農
業
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

も
進
め
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
御
前
崎
港
の
冷
凍
・

加
工
施
設
や
燃
油
ポ
ン
プ
施
設
な
ど

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
御
前
崎
生

か
つ
お
の
水
揚
げ
促
進
や
広
域
連
携

に
よ
る
地
域
水
産
物
な
ど
を
利
用
し

た
産
業
活
性
化
の
支
援
事
業
も
継
続

し
ま
す
。

　
新
規
企
業
の
誘
致
、
市
内
企
業
の

継
続
操
業
、
ま
た
は
成
長
支
援
の
た

め
に
、
建
物
の
建
設
費
や
機
械
設
備

の
購
入
費
に
対
す
る「
設
備
投
資
促

進
事
業
費
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
従
来
の
企
業
優
遇
制
度
や
創
業

支
援
、
商
工
業
振
興
資
金
や
中
小
企

業
事
業
資
金
の
利
子
補
給
制
度
な
ど

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、

電
源
地
域
の
優
位
性
や
御
前
崎
港
を

利
用
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
産

業
の
振
興
発
展
と
働
く
場
所
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

Ⅵ 

地
域
の
活
性
化
と
交
流
人

口
の
拡
大

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、
市
全
体

で
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
は
、
本
市
に
誇

り
と
愛
着
を
持
っ
た
、
市
民
や
企

業
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど
多
く

の
人
が
参
画
し
、
市
民
ら
自
身
が

魅
力
の
発
信
者
と
な
る
こ
と
で
、

当
市
へ
訪
れ
る
人
が
増
え
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

に
関
連
し
た
直
虎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
、
豊
富
な
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
食

欲
解
放
区
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
推
進
、
御
前
崎
港
へ
の
客
船
誘

致
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん

で
い
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
と

連
携
し
、
一
元
的
に
当
市
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
静
岡
県
の
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区
域
の
指
定
を
受
け
た「
御
前
崎

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
ぎ
わ
い
創

出
推
進
区
域
」
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
と
御
前

埼
灯
台
周
辺
整
備
の
設
計
業
務
を
実

施
し
ま
す
。

　
御
前
崎
港
へ
の
帆
船
や
客
船
の
誘

致
に
よ
る
港
湾
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
、
積
極
的
に
誘
致
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
設
置
し
た「
御
前

崎
市
観
光
推
進
協
議
会
」
を
中
心

に
、
市
の
観
光
基
本
計
画
を
推
進

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

Ⅶ 

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長
寿
命
化

　
道
路
整
備
事
業
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
御
前
崎

市
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
安
全
性
確
保
と
道
路
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
、
道
路
、
橋
な

ど
の
維
持
修
繕
と
耐
震
化
を
推
進
し

ま
す
。
河
川
整
備
は
、
近
年
多
発
す

る
集
中
豪
雨
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
計
画
的
に
各
地
区
の
河
川
・
水

路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て

は
、「
御
前
崎
市
環
境
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。
市
役
所
も
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
以

降
、
平
成
29
年
度
は
消
防
署
や
小
・

中
学
校
へ
も
適
用
範
囲
を
広
げ
る
な

ど
、温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
火
葬
場
整
備
は
、
建
設
候
補
地
を

選
定
し
、
地
域
住
民
の
合
意
を
得
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
全
体
整

備
計
画
の
基
本
構
想
を
策
定
し
、
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
医
師
を
は
じ
め

医
療
従
事
者
の
慢
性
的
な
不
足
が

続
き
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

平
成
29
年
の
秋
に
は
、
御
前
崎
市

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
が
白
羽
地
区

に
開
業
し
ま
す
。
当
初
は
医
師
１

人
体
制
で
診
療
を
開
始
し
ま
す
が
、

看み

取と

り
や
訪
問
診
療
・
看
護
・
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
、
地
域
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
医
の

確
保
や
研
修
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
平
成
37
年
度
に
向
け
、「
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
」
の
推
進
や「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
を

支
え
る
市
立
病
院
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

市
立
病
院
と
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
新
し
く
で
き
る
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

今
後
、
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
地

域
医
療
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
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